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人が元気に！まちが元気に！

活性化に取り組む
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KANOYA CITY PUBLIC RELATIONS

全国１位の和牛「有限会社うしの中山」全国１位の和牛「有限会社うしの中山」

牛飼いとして大事にしていること牛飼いとして大事にしていること

音楽の道からドッグトレーナーへ転身音楽の道からドッグトレーナーへ転身

一村 彩子  さん一村  彩子  さん

永く語り継がれる功績を称えて永く語り継がれる功績を称えて
令和４年度鹿屋市表彰令和４年度鹿屋市表彰
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鹿
屋
工
業
高
校
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
部
は
、
平
成
31
年
に
県
内
の
高
校
で
最

も
早
く
、
正
式
に
部
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
部
員
は
３
年
生
を

含
め
て
40
人
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
大
会
へ
の
出
場
や
地
域
貢
献
活

動
な
ど
を
経
験
し
ま
し
た
。
部
員
同
士
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
操
作
技
術

の
向
上
を
目
指
し
て
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

「
真
剣
に
遊
ぶ
」
そ
の
先
に
有
る

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
自
己
研け

ん
さ
ん鑽
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市総合アプリ
「かのやライフ」
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11 月 12 日に開かれ県内から９校が集まった
「鹿児島県高校対抗 e スポーツ選手権 2022」
では、「F

フォール

all G
ガ イ ズ

uys」部門１位、「ポケモンユナイ
ト」部門３位という結果を残しました。
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健 ふ康 ら い

まちの おしごと「㈲うしの中山」

放課後は の顔

  

      

  

の   別別

のかけ橋のかけ橋

　市内でイチョウの木と言えば田崎み
どりの広場が有名ですが、吾平山陵公
園でも鮮やかに色付くイチョウの木を
楽しむことができます。イチョウは、
陽光に照らされると周辺が黄金色に輝
き、温かな雰囲気に包まれます。今年
の見頃は12月上旬頃まで。本格的な冬
が訪れる前に、吾平山上陵で紅葉を楽
しんではいかがでしょうか。

黄金色に輝くイチョウ

統計情報 令和４年10月１日現在（前月比）

  99,736人　（－　77）
  47,832人　（－　52）
  51,904人　（－　25）

・人口 ／
・男性 ／
・女性 ／

46,356世帯　（－　25）
448.15㎢ 

・世帯 ／
・面積 ／

SPOT LIGHT
SPOT 
LIGHT
－　スポットライト　ー

地
域
で
活
躍
する

団体
をピ
ックアッ

プ
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鹿屋工業高校鹿屋工業高校
　　　eスポーツ部　　　eスポーツ部

　eスポーツとは、「エレクトロニック・スポーツ」の略で、ビデオゲームやコンピューター
ゲームを使った対戦やタイムアタックなどの競技を指します。eスポーツ部は「楽しんで
活動する」ことを目指しながら、対戦相手に対する礼儀やリスペクトはもちろん仲間と
のコミュニケーションを大事にして活動しています。自分で改善点を考えながら技術を上
げ、仲間をフォローしつつも自分が必要な時はフォローを求める姿勢が eスポーツのチー
ム競技では重要で、将来仕事についたときにも役に立つスキルになると思います。全国
で 2,000 校以上が参加する来年の「C

コ カ コ ー ラ

oca-Cola S
ス テ ー ジ ゼ ロ

TAGE:0 e
イ ー ス ポ ー ツ

SPORTS H
ハ イ ス ク ー ル

igh-School
C
チ ャ ン ピ オ ン シ ッ プ

hampionship 2023」に向けて努力していきたいです。

鹿屋工業高校 eスポーツ部

岡
おかの

野  真
まな と

和  部長

　奄美大島出身。「鹿屋工業高校にeス
ポーツ部がある」と聞いて入学を決意。
休みの日には祖母の家で午前中に農業
を手伝い、夜の時間にゲームの練習に
打ち込む。世界的に有名な対戦ゲーム
「F

フ ォ ー ト ナ イ ト

ORTNITE」ではアジア86位の経験も。
3｜   Vol.406



風
ふ ろ い

呂井 敬
たかし

さん

（田崎町　73歳）

市
で
は
、
11
月
４
日
に「
令
和
4
年
度
鹿
屋
市
表
彰
式
」

を
挙
行
し
、
市
政
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
個
人
と
団
体
を
市
民
表
彰
と
し
て
表
彰
し

ま
し
た
。
今
年
度
受
賞
さ
れ
ま
し
た
５
個
人
３
団
体
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
功
績
は
主
な
も
の
だ
け
を
、
年
齢

は
令
和
４
年
11
月
４
日
現
在
の
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
市
政
策
推
進
課　

☎
０
９
９
４
‐
３１
‐
１
１
２
２

～
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
表
彰

～
令
和
４
年
度
鹿
屋
市
表
彰
～

いいい

井井井井井井 敬敬敬敬敬敬
たかしたかたかしたかしたかしか

さんさんさんさんさんさんさんさん

町町町町町町町町 777777773歳3歳3歳3歳歳3歳3歳3歳3 ）））））））

北
ほんごう

郷 栄
さかえ

さん

（獅子目町　71歳）

市民表彰（産業経済）

田
たば た

畑 博
ひろ し

司 さん

（串良町細山田　80歳）

市民表彰（社会福祉）

市民表彰（教育文化）

　長年にわたり肝属保護区保護司会保護司として、安
全・安心な社会づくりと更生保護事業の進展に寄与さ
れるとともに、スクールガードリーダーとして地域の
見守り活動に尽力されたほか、文化財保護審議会委員
として、本市文化財の保護と文化教育の振興にも大き
く貢献されました。

　長年にわたり地域のリーダーとして、さつまいもの産
地化や農業の担い手育成など地域農業の活性化に尽力さ
れるとともに、鹿児島きもつき農業協同組合代表理事組
合長や鹿児島県経済農業協同組合連合会経営管理委員会
会長などを歴任されるなど、本市の農業振興に大きく貢
献されました。

　鹿屋市教育委員会教育委員として、長年にわたりき
め細やかな学習支援や指導の充実、教育ＩＣＴ環境の
早期実現や学校再編など、教育環境の整備に尽力され
るとともに、教育委員長や教育長職務代理者などの要
職を歴任されるなど、本市の教育行政の推進に大きく
貢献されました。
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・株式会社  森
もり

ファーム

・青
あおき

木 春
しゅんすけ

佑 さん （43歳）

・宮
みやぞの

園 春
はる お

雄 さん

・上
かみべっぷ

別府 槇
まき

さん

・新
しん ち

地 正
まさきよ

清 さん

・有限会社  うしの中
なかやま

山
　「第12回全国和牛能力共進会鹿児島大会」　「第12回全国和牛能力共進会鹿児島大会」に、本市から県内最多となる９頭を出品し、いずれも上位に入賞するなど素晴
ららしい成績を収め、 本県の 「和牛日本一」 への尽力はもとしい成績を収め、 本県の 「和牛日本一」 への尽力はもとより、「和牛のふる里かのや」の全国的なＰＲに大きく貢献されました。

※上 府 槇 さんの表彰は上 府 将
まさる

 さんが出席しました。

第12回全国和牛能力共進会
「和牛日本一」チームかのや

（87歳）

（95歳）

（72歳）

久
く き た

木田 弘
ひろむ

さん

（本町　71歳）

市民表彰（産業経済）

姶
あい ら

良川
がわ

河
かせ ん

川愛
あい ご

護会
かい

市民表彰（一般篤行）

スポーツ表彰

Ｍ
モ リ

ＯＲＩ    Ａ
オ ー ル

ＬＬ
Ｗ
ウ ェ ー ブ

ＡＶＥ    Ｋ
カ ノ ヤ

ＡＮＯＹＡ
柿
かきうち

内 康
こうへい

平 さん

（寿８丁目　37歳）

スポーツ表彰

歳歳歳歳歳歳歳）））））））

進進進進進進進進会会会会会会会会会
やややややや

特別表彰

　鹿屋本町一番商店街振興組合理事長や鹿屋市商店街
連合会会長を歴任され、商店街の景観づくりや環境美
化に尽力。新規出店に対する支援等を行い中心市街地
の活性化に寄与されるとともに、商店街や通り会の健
全な地域経済づくりを推進されるなど、本市の商工業
振興に大きく貢献されました。

　昭和 56 年に吾平町アユ同好会として設立され、昭
和 60年６月に「姶良川河川愛護会」に改称して以来、
長年にわたり河川愛護意識の啓発活動等を通した地域
活性化に取り組むとともに、河川に親しむ活動を通し
て、次代を担う青少年の郷土愛の育成にも大きく寄与
されました。

2020 年 12 月に輝北町を拠点にプロチームとして発
足し、2021 年「日本女子ソフトボールリーグ３部」で
初優勝。本年 7月に開催された「第 43回全日本クラブ
女子ソフトボール選手権」においても初優勝するなど、
「スポーツのまち　かのや」の名声を全国に高めるとと
もに、市民に夢と感動を与えました。

　９歳でバドミントンを始め、日々の努力と研
けんさん

鑽を積
み重ね、本年５月にブラジルで開催された「第 24 回
夏季デフリンピック競技大会」において、バドミント
ン混合団体戦で準優勝の成績を収めるなど、「スポーツ
のまち　かのや」の名声を全国に高めるとともに、市
民に夢と感動を与えました。
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　 新型コロナウイルスが発生して約３年。 コロナ禍は人や地

域の交流を分断し、 社会経済活動を著しく低下させました。

　 そんな中でもできることを行い、 地域やまちを再び活性化

させようと取り組む動きが広がっています。

　 コロナはいまだ収まっていません。 これから感染が再流行

する不安もあります。 それでも地域や学生、 ボランティア団

体などの活動から、 人やまちのにぎわいが着実に戻りつつあ

る現状を紹介します。

問問市地域活力推進課　☎ 0994-31-1147

域の

　 そんな

させようと取

体などの活動

る現状を●〇

●〇

●〇 ●〇

ツール・ド・おおすみ
サイクリング大会

美里吾平コミュニティ協議会

鹿屋中央高等学校調理クラブ

菅原地域づくり協議会

◎今号で紹介する団体等

１

２ ３ ４

５ ６ ７
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迫
ら
れ
た
も
の
の
、
「
自
分
た
ち
で
出
来

る
こ
と
は
自
分
た
ち
の
手
で
」
と
い
う
気

運
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
だ
か
ら
こ

そ
、
地
域
へ
の

「
想
い
」
が
地
域
住
民
や

周
囲
を
巻
き
込
む
力
に
な
り
ま
す
。
地

域
活
性
化
の
力
に
な
り
た
い
、
地
域
の
魅

力
を
多
く
の
人
に
伝
え
た
い
と
い
う
想
い

に
寄
り
添
い
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
中
心

と
な
っ
て
、
地
域
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
人
が
元
気
に
な
れ
ば
、
ま
ち
も
元
気

に
な
る
。
年
齢
や
性
別
、
職
業
の
異
な
る

一
人
ひ
と
り
の
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
話
し
合
い
や
実
践
を
重
ね
る
取
り

組
み
が
各
地
域
に
新
し
い
に
ぎ
わ
い
を
生

み
出
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
問
題
や
年
々
増
加
す
る

大
規
模
災
害
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
社
会
は
変

容
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
行
動
制
限
の
中

で
急
速
に
発
展
し
た
高
度
情
報
化
は
、

隣
人
や
地
域
の
と
の
つ
な
が
り
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
希
薄
な
も
の
と
し
、
地
域

が
抱
え
る
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
も
一
層

複
雑
化

・
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け

て
、
自
分
た
ち
で
は
解
決
で
き
な
い
課

題
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
自
ら
が
持
つ
能

力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な
が
ら
、
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む

個
人
や
団
体
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
規
模
な
活
動
は
自
粛
を

10 月１日（土）

○ 大阪大学と連携した新川町防災フィールド
ワーク❶❷

10 月８日（土）

○吾平中学校での「吾平の神話」授業
○  E

エグザイル

XILE Ü
ウ サ

SA 氏が参加した高隈稲刈り行事
❸❹

10 月 16 日（日）

○ツール・ド・おおすみサイクリング大会
○祓川町八月踊❺❻

10 月 23 日（日）

○第 27 回大隅竜神大祭❼
○大隅湖レイクサイドフェスティバル 2022
❽❾
○西俣小学校創立 100 年記念米作り体験事業
1011

10 月 30 日（日）

○上祓川町八月踊り1213
○高校生レストランオープン

◎ 10 月に市内で行われた地域の取り組み

迫
ら
れ
た

こ
と

８

９

10

11 12 13
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10
月
16
日
、
串
良
平
和
公
園
を
発

着
と
し
た

「
第
22
回
ツ
ー
ル
・
ド
・
お

お
す
み
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
５
１
３

人
の
自
転
車
愛
好
家
が
、
大
隅
半
島
の

雄
大
な
自
然
や
温
か
い
お
も
て
な
し
を

満
喫
し
な
が
ら
疾
走
し
ま
し
た
。
同
イ

ベ
ン
ト
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
は
約
２
０
０

人
。
鹿
屋
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
プ

ロ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
チ
ー
ム
Ｃシ

エ

ル

Ｉ
Ｅ
Ｌ +

Ｂブ

ル

ー

Ｌ
Ｅ
Ｕ

Ｋ
カ

ノ

ヤ

Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
や
鹿
屋
体
育

大
学
自
転
車
競
技
部
、
交
通
安
全
協

会
、
看
護
師
な
ど
の
ほ
か
、
地
域
活
性

化
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
多
く
の
人
た

ち
の
協
力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

主
催
す
る
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み

実
行
委
員
会
で
７
年
前
か
ら
実
行
委
員

長
を
務
め
る
中な

か
み
ち道

彰し
ょ
う
ご吾

さ
ん
は

「
平
成

13
年
に
同
大
会
を
始
め
て
、
途
切
れ
る

こ
と
な
く
大
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
は
特
に

難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。
実

行
委
員
会
の
中
で
も

『
今
回
は
や
め
よ

う
』
と
い
う
声
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
世
間
で
実

施
さ
れ
る
コ
ロ
ナ
対
策
以
上
の
こ
と
を

行
い
、
参
加
者
の
体
調
管
理
や
事
故
対

策
に
万
全
を
期
し
た
こ
と
で
実
現
に
こ

ぎ
着
け
ま
し
た
。

中
道
委
員
長
は

「
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｌ

Ｂ
Ｌ
Ｅ

Ｕ

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
や
体
大
自
転
車
競
技

部
の
地
元
で
こ
れ
だ
け
大
き
な
大
会
が

で
き
て
お
り
、
道
路
に
は
ブ
ル
ー
ラ
イ

ン
が
引
か
れ
、
自
転
車
を
楽
し
む
市
民

も
増
え
ま
し
た
。
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お

す
み
に
よ
り
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
し
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
を
活
性
化
さ
せ
た
い
と
い

う
ス
タ
ッ
フ
の
想
い
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
自
転
車
と
市
民
を
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
想

い
を
語
り
ま
し
た
。

ツール・ド・おおすみサイクリング大会
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10
月
30
日
、
市
観
光
物
産
総
合
セ

ン
タ
ー
に
期
間
限
定
で
オ
ー
プ
ン
し
た

「
高
校
生
レ
ス
ト
ラ
ン
」。
主
催
し
た
の

は
、
鹿
屋
中
央
高
校
調
理
ク
ラ
ブ
の
８

人
の
部
員
。
開
催
ま
で
の
２
か
月
の
準

備
期
間
で
献
立
や
メ
ニ
ュ
ー
表
の
作
成
、

大
量
の
仕
入
れ
な
ど
初
め
て
行
う
取
り

組
み
に
苦
労
し
な
が
ら
も
オ
ー
プ
ン
を

実
現
し
ま
し
た
。

　

奔
走
し
た
の
は
顧
問
の
郷ご

う
は
ら原

航
わ
た
る

教

諭
。
「今
ま
で
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
出

店
し
、
調
理
や
販
売
を
経
験
で
き
た
の

に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
３
年
生

に
は
何
も
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
市
の
観
光
協
会
か
ら

お
話
を
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
気
持
ち

で
し
た
」
と
語
り
ま
す
。
今
回
接
客
を

担
当
し
た
草く

さ

の

せ

ノ
瀬
愛あ

い依
さ
ん
（
３
年
生
）

は

「
コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
間
、
学
校
で
調

理
を
す
る
だ
け
で
、
や
り
が
い
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
な
い
日
々
も
あ
り
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。
ま
た
、
調
理

を
担
当
し
た
髙た

か

く久
遥は

る

か伽
さ
ん
（
３
年
生
）

も

「
販
売
す
ら
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

私
た
ち
が
対
面
で
実
際
に
接
客
が
で
き

る
の
か
非
常
に
不
安
で
し
た
」
と
話
し

ま
す
。
期
待
と
不
安
の
中
、
精
一
杯
取

り
組
ん
だ
部
員
た
ち
は

「
お
客
様
に
目

の
前
で
食
べ
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
自

身
も
元
気
が
出
ま
し
た
。
先
生
や
多
く

の
人
の
お
か
げ
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
体
験

で
き
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
充
実
感
を

に
じ
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
学
生
に
寄
り
添
い
活
動
を

行
っ
た
郷
原
教
諭
は

「
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
で
の
雇
用
も
減

り
、
飲
食
業
か
ら
離
れ
る
卒
業
生
も
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
改

め
て
調
理
師
や
料
理
人
を
目
指
し
、
最

終
的
に
は
鹿
屋
で
調
理
師
と
し
て
ま
ち

の
活
性
化
に
寄
与
す
る
人
材
が
出
て
き

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

鹿屋中央高等学校 調理クラブ
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菅
原
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、
平
成
25

年
に
閉
校
し
た
菅
原
小
学
校
の
校
区
で
あ

る
天
神
・
船
間
・
小
野
原
の
３
町
と
、
廃

校
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
「
ユ
ク
サ
お
お

す
み
海
の
学
校
」
で
構
成
さ
れ
、「『
学
び
』

を
核
に
し
た
交
流
に
よ
る
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
４
つ

の
部
会
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
が「
観
光
Ｐ
Ｒ
部
」で
、

菅
原
地
区
の
代
名
詞
と
も
言
え
る
菅
原
神

社
の
新
た
な
土
産
品
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
学
問
の
神
様
と
し
て
有
名
な
菅す
が

原わ
ら
の

道み
ち
ざ
ね真

公
を
祀ま

つ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学

業
成
就
の
願
い
を
込
め
た
合
格
鉛
筆
と
御

朱
印
を
製
作
し
、
今
年
3
月
か
ら
ユ
ク
サ

お
お
す
み
海
の
学
校
で
販
売
を
開
始
。
地

域
に
愛
さ
れ
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
菅
原

神
社
が
、
訪
れ
た
人
に
と
っ
て
ず
っ
と
記

憶
に
残
る
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

一
方
「
野
菜
づ
く
り
部
」
で
は
、
高
齢

化
や
人
口
流
出
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
耕

作
放
棄
地
を
借
り
上
げ
、
野
菜
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
作
っ
た
野
菜
は
、

出
荷
し
て
自
主
財
源
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
収
穫
体
験
を
通
じ
て
地
域
外
の
人
と

交
流
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
鹿
屋

体
育
大
学
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
力

耕
作
放
棄
地
を
新
た
な

交
流
の
ツ
ー
ル
に

　鹿屋市には、地域の魅力や特性を掘り起こし、
知恵を結集して活性化に取り組む人たちがたく
さんいます。地域にあるものに光を当て、活性
化に役立つものとして見出す。そんな地域活性
化に取り組む２団体に注目しました。

　

美
里
吾
平
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は

吾
平
の
地
域
づ
く
り
団
体
と
し
て
平
成

26
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
吾
平
に
は

吾
平
山
上
陵
と
い
う
代
表
的
な
地
域
資

源
が
あ
り
、
隣
接
す
る
公
園
で
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
吾
平
山
上
陵
を
訪
れ
た
方

に
ガ
イ
ド
案
内
を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま

で
地
域
活
性
化
を
促
す
様
々
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

吾
平
山
上
陵
の
美
し
さ
は
多
く
の
人

に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
そ

こ
に
ま
つ
わ
る
神
話
に
つ
い
て
は
神
武

天
皇
や
日
本
建
国
に
関
す
る
話
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
吾
平
山

上
陵
に
ま
つ
わ
る
神
話
や
歴
史
を
多
く

の
方
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
ス
ト
ー

リ
ー
と
し
て
ま
と
め
た
「
吾
平
物
語
」

を
令
和
３
年
度
に
作
成
し
、
今
後
の
地

域
活
性
化
や
、
郷
土
を
知
る
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
、
吾
平
の
商
店
街
通
り
で
店
を

郷
土
の
歴
史
を
知
り

神
話
の
ま
ち
に

美里吾平コミュニティ協議会美里吾平コミュニティ協議会

　　  　　  杉杉
すぎぞのすぎぞの

園園    卓卓
たく やた く や

也也 委員委員

１２３

１

歴
史
を
知
り

吾平への誇りや郷土愛を育むことを

目的に吾平中学校で 「吾平の神話を

学ぼう」 授業を実施

門前町に向けて取り組む鵜戸神社前

の装飾

毎年 11 月下旬に行われる 「吾平山

上陵の四季を楽しむお茶会」

３

２

１
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地域おこし協力隊
菅原地域づくり
マネージャー

元
もとむら

村  早
さ き

希 隊員

経
営
し
て
お
り
当
協
議
会
の
商
店
街
活

性
化
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

吾
平
の
商
店
街
は
正
面
に
鵜う

ど戸
神
社
を

構
え
、
吾
平
山
上
陵
へ
の
通
り
道
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
門
前
町
と
し
て
活
性
化

が
図
れ
な
い
か
メ
ン
バ
ー
と
模
索
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
鵜
戸
神
社

と
連
携
し
節
句
の
お
祝
い
や
神
話
感
の

あ
る
装
飾
を
行
い
、
雰
囲
気
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

門
前
町
と
呼
べ
る
雰
囲
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
吾
平
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ

た
人
が
吾
平
山
上
陵
や
鵜
戸
神
社
な
ど

を
訪
れ
、
そ
の
帰
り
に
吾
平
の
商
店
街

を
散
策
し
、
ま
ち
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
く

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

埼玉県出身。 モービル石油㈱などに

勤務後、 南九州市頴娃町へ I ターン移住。

頴娃おこそ会を通じ、 地域と行政と観光をつなぐ活

動に取り組む。 近年は DIY で地域の取り組みを支

援する 「コミュニティ大工」 として空き家再生に注力。

優良事例表彰や地域づくり表彰など受賞歴多数。

加
か と う

藤  潤
じゅん

副理事長

NPO 法人頴
え い

娃おこそ会

　私は施主や地域の人たちとコミュニケーション

を取りながら家を作る 「コミュニティ大工」 とし

て、 頴娃おこそ会のメンバーとともに空き家の

再生に取り組んでおり、 現在までに頴娃町内で

計 11 軒の空き家再生を手掛けてきました。

最初の空き家再生は失敗から始まりましたが、

その後に築 100 年の店舗を無償で借り受け、

残されていた家財道具の整理から始まり、 改修

にあてる資金の調達、 建築学科のある第一工業

大学と連携した改修作業など幅広い取り組みや

支援を得ながら、 1 号目となる物件を再生する

ことができました。

1 号物件を地域の交流拠点としたことで、 も

ともと地域にニーズとしてあったヨガ体験教室

など持ち込み型のイベントが増えることに。 その

後、 頴娃と関わりを持った来訪者のニーズに合

わせる形で、 空き家をゲストハウスやシェアハウ

ス、 シェアオフィス、 移住者の住居などに再生。

これらの取り組みにより、 諦めていた商店街に

「期待感」 を創出することができました。

私が頴娃に移住したとき、 不動産屋に行って

も賃貸住宅がありませんでした。 あるのは放置

された空き家ばかり。 空き家をお荷物的な地域

課題として捉えるのか、 上手く使って仕事や暮

らしを生み出す、 地域に必要な資源と捉えるか

で変わります。 確かに、 空き家は安いですが誰

でも問題なく扱えるものではなく、 事業者も苦

労が多いわりに儲
もう

からない存在であり、 また、

使用者側にも家主に責任を求めないなどある程

度のおおらかさが求められる特別な物件です。

そうした空き家だからこそ、 私たちのような業

界常識に捉われない素人目線や 「だったら自分

でやろう」 という DIY 精神で再生に取り組めた

のだと思います。 空き家再生の手法が共有され、

鹿屋市にも波及することを願っています。

を
借
り
、
高
齢
者
だ
け
で
は
難
し
い
作
業

を
支
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
と
、
地
域
内
で
は
解
決

し
き
れ
な
い
課
題
が
ど
う
し
て
も
出
て
き

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
近
隣
の
学
生
や
都

市
部
の
「
鹿
屋
フ
ァ
ン
」
の
存
在
が
大
き

な
励
み
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
ん

な
サ
ポ
ー
タ
ー
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う

な
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

２３

ユクサおおすみ海の学校で販売中

の菅原神社の合格鉛筆と御朱印

鹿屋体育大学の学生ボランティア

と一緒に雑草取り

育てた大根で切り干し大根づくり

南九州市のまちおこし活動で活躍されている

３

２

１
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模
範
と
な
る

工
事
関
係
者
を
表
彰

地
元
企
業
と
開
発
し

た
弁
当
を
発
表

10月14日、社会福祉法人恵仁
会から書籍が寄贈されました。こ
れは、同法人の池

い け だ
田志

し ほ こ
保子理事

長が執筆した『「仁」の炎あかあか
とー父・池

いけだ
田哲

てつお
夫 愛ある看護 介護

をー』30冊が贈呈されたもので、
書籍は図書館等で閲覧できます。

自身の経験や想いを

込めた本を寄贈
　10月22日、市文化会館で「令和
4年度鹿屋市青少年育成・家庭教
育講演会」が開催されました。講
演会では、下

しも じ
地敏

とし お
夫教育アドバイ

ザーが親としての子どもとの接し
方などについて講話され、参加者
は熱心に聞き入っていました。

家庭教育講演会

子どもとの接し方を学ぶ

10月21日、ホテルさつき苑（西原１丁目）で鹿屋女子
高校の生徒が地元企業とともに開発したお弁当のお披露目
会が行われました。弁当は、同校が実施する課題研究授
業の商品開発コースで株式会社イズミダと共同開発。会で
は地元食材を使用した７品のおかずが入った「まんぷく愛
情弁当」が振る舞われたほか、同校生徒による開発秘話や
ネットショップ開設などの研究発表も行われました。

黄黄お
う
じ
ゅ

お
う
じ
ゅ綬綬

褒褒ほ
う
し
ょ
う

ほ
う
し
ょ
う章章

大お
お
む
れ

牟
禮
良よ

し
ゆ
き行

さ
ん　
（
68
歳
・
下
祓
川
町
）

　
　

大
海
酒
造
株
式
会
社
取
締
役
杜
氏

竹た
け
う
ち内

博ひ
ろ
ゆ
き行

さ
ん　
（
66
歳
・
新
生
町
）

　
　

株
式
会
社
竹
之
内
電
機
代
表
取
締
役

旭旭き
ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う

き
ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う

日日
双
光
双
光
章章し

ょ
う

し
ょ
う

嶋し
ま
だ田

芳よ
し
ひ
ろ博

さ
ん　
（
74
歳
・
西
原
２
丁
目
）

　
　

元
鹿
屋
市
長

瑞瑞ず
い
ほ
う

ず
い
ほ
う宝宝

単単た
ん
こ
う

た
ん
こ
う光光

章章し
ょ
う

し
ょ
う

中な
か
し
お
や

塩
屋
均ひ

と
し

さ
ん　
（
75
歳
・
小
野
原
町
）

　
　

元
鹿
屋
市
消
防
団
副
団
長

福ふ
く
ど
め留

公ひ
ろ
あ
き明

さ
ん　
（
74
歳
・
田
淵
町
）

　
　

元
鹿
屋
市
消
防
団
分
団
長

松ま
つ
も
と元

敏と
し
ろ
う郎

さ
ん　
（
69
歳
・
吾
平
町
上
名
）

　
　

元
鹿
屋
市
消
防
団
副
団
長

令和４年秋の褒章・叙勲を市内在住の６人が受章され
ました。おめでとうございます。（年齢は受章時）

10月20日、日の出幼稚園（川西
町）で鹿児島黒牛を使った給食が提
供されました。これは、全共鹿児
島大会で好成績を収めた鹿児島黒
牛の消費拡大等を図るために市が
行ったもの。年内には市内の希望
保育施設に提供される予定です。

鹿児島黒牛を使った

ハンバーグに舌鼓

　10月20日、市役所で令和４年度鹿屋市優良工事等表
彰式が行われました。これは、市が発注した建設工事に
おいて模範となる優秀な工事を施工した事業者と、工事
に従事した建設技術者を表彰するもの。本年度は優良工
事として14社、優秀技術者として16人が受賞したほか、
今回から新設された若手技術者部門では５人の次代を担
う技術者が表彰されました。

令
和
４
年
秋
の
褒
章
・
叙
勲

平
和
へ
の
想
い
を
綴つ

づ

る

４
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
10月15日、平和記念公園慰霊塔前広場で「旧海軍航空

隊串良基地出撃戦没者追悼式」が行われました。式には
関係者約130人が出席し追悼飛行や遺族などによる献花
が行われたほか、新たな試みとしてオンラインでのライ
ブ配信や戦跡めぐりバスツアーなども実施。また、先の
大戦の生存者の一人で有田焼の人間国宝で知られる井

いのうえ
上

萬
まんじ
二さんも4年ぶりに出席し、平和への想いを綴りました。

NewsNews
ホットニュースホットニュースHotHot
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防
災
に
つ
い
て
学
ぶ

初
開
催
イ
ベ
ン
ト

結
婚
半
世
紀
を
迎
え

る
夫
婦
を
祝
福

　10月23日、ユクサおおすみ海
の学校（天神町）で男女の出会いを
応援するイベント「O

ア ウ ト ド ア
UTDOOR 

M
ミーティング
eeting 2022秋」が行われまし
た。参加者30人はテント設営や
コーヒー淹

い
れ体験などを通して新

たな出会いを楽しんでいました。

秋風を感じながら

新たな出会いを創出
　10月28日、「第57回全日本大学
男子ソフトボール選手権大会」で優
勝した環太平洋大学男子ソフトボー
ル部の岩

いわまつ
松近

ち か ら
良さんと有

ありむら
村翼

つ ば さ
冴さ

んが市役所を訪れました。岩松さ
んは「もっと活躍して鹿屋の名前を
アピールしたい」と話しました。

鹿屋農業高校卒の

２人が全国制覇

　11月１日、ホテルさつき苑で「令和４年度鹿屋市合同
金婚式」が行われました。これは、結婚して50年を迎え
た市内の夫婦を祝福し、今後も元気で長生きすることを
祈念するために毎年市が開催しているもので、今年は65
組130人の夫婦が出席。日本舞踊や創作演舞のほか50年
前の映像が収められた動画が上映され、共に過ごした半
世紀を懐かしむ姿が見られました。

鹿
屋
市
文
化
協
会

50
周
年
記
念
文
化
祭

　10月24日、鹿屋東中学校女子
ソフトテニス部が市役所を訪れま
した。同部は今年、７つの大会で
優勝。８月まで主将だった肱

ひじおか
岡

心
み ゆ
優さん（３年生）は「指導者やサ

ポートなどをしてくれる人たちに
感謝しています」と話しました。

７本の優勝旗を手に

凱旋報告

　10月30日、霧島ヶ丘公園で「鹿屋市防災フェス」が開催
されました。これは、楽しく防災について学ぶために市が
初開催したイベントで、ステージでは鹿屋ロータリークラ
ブから避難所用マット及び簡易ベッドの寄贈式が行われた
ほか、防災に役立つ講話などを実施。会場では煙や降雨の
体験ブースのほか、特殊車両ブースでは警察や消防、自衛
隊などの車両に子どもたちが大興奮していました。

　10月29日・30日、市中央公民館と市文化会館で「第53
回鹿屋市文化祭」が開催されました。会場には書道や絵画
など様々な作品が展示されたほか、舞台発表では各種舞
踊や楽器演奏などを実施。また、鹿屋市文化協会創立50
周年記念として、東西に分かれて舞台芸能を競う「かの
や東西芸能合戦」が行われ、司会をMBCタレントの野

のぐち
口

たくお氏が務めるなど、会場は大いに盛り上がりました。

福
祉
や
健
康
に
つ
い

て
知
見
を
広
げ
る

　10月22日、リナシティかのやで「鹿屋市ふれあい健康
福祉まつり2022」が３年ぶりに開催されました。会場で
は福祉関係の功労者表彰やCKD（慢性腎臓病）予防につい
ての講演会が行われたほか、健康づくり講座や健康度測
定、パラスポーツ体験などを実施。当日は子どもから高
齢者まで延べ約2,000人が来場し、福祉や健康に関する
イベントを楽しんでいました。
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≪
私
の
仕
事

有限会社 うしの中山

一
頭
一
頭
を
大
切
に
し
て

最
大
限
の
能
力
を
引
き
出
す

　

弊
社
は
、
せ
り
で
生
産
農
家
か

ら
預
か
っ
た
子
牛
を
約
20
か
月
で

大
き
く
育
て
上
げ
る
「
肥
育
」
が

主
な
仕
事
で
す
。

　

創
業
し
て
72
年
に
な
る
弊
社
の

社
訓
は
「
命
に
感
謝
」。
牛
は
家

畜
と
し
て
食
べ
ら
れ
る
こ
と
で
、

私
た
ち
の
命
を
つ
な
い
で
い
ま

す
。
そ
ん
な
牛
の
命
を
預
か
る
「
牛

飼
い
」
と
し
て
、
一
番
に
大
事
に

し
て
い
る
こ
と
は
、
消
費
者
に
お

い
し
い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
牛

に
育
て
上
げ
る
こ
と
で
す
。
そ
の

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
牛
の
能
力

を
最
大
限
引
き
出
す
こ
と
。
現

在
、
農
場
に
は
約
５
,
０
０
０
頭

の
牛
が
い
ま
す
が
、
社
員
に
は
毎

日
牛
一
頭
一
頭
に
声
を
掛
け
る
よ

う
指
導
し
て
い
ま
す
。
牛
は
同
じ

よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
が
人
間
と
同
じ
で
み
ん
な

個
性
が
あ
り
、
毎
日
観
察
し
て
い

れ
ば
小
さ
な
変
化
に
す
ぐ
気
付
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
今
日
は
元

気
が
な
い
な
」、「
具
合
が
悪
い
の

で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
に
気

付
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
牛
の
事

故
死
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
牛
が

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
環
境
づ
く
り

も
で
き
ま
す
。

　

第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

で
は
、
第
８
区
で
最
高
賞
の
優
等

賞
１
席
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
変
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

の
中
、
従
業
員
や
関
係
者
の
努
力

と
協
力
あ
っ
て
の
最
高
の
結
果

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
既
に
５

年
後
の
北
海
道
大
会
を
見
据
え
た

戦
い
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、

牛
肉
業
界
は
お
い
し
さ
を
追
求
す

る
時
代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
肉
の
旨
味
成
分
の
指
標
で

あ
る
「
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ａ
」
の
対
策
を
行

い
な
が
ら
頭
数
を
増
や
し
、
皆
さ

ま
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
牛
を
提
供

で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

有
限
会
社
う
し
の
中
山

中な
か
や
ま

な
か
や
ま山 

高た
か
し

た
か
し司  

代
表
取
締
役

　

私
の
担
当
業
務
は
主
に
農
場
内
の

牛
の
見
回
り
で
す
。
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
異
常
の
程
度
に
よ
っ

て
は
常
駐
す
る
獣
医
に
知
ら
せ
て

処
置
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
１
時
間
６
０
０
頭
の
ペ
ー
ス
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
で
、
と
に
か
く
１
日

中
動
い
て
い
ま
す
。

　

実
家
も
畜
産
農
家
な
の
で
、
こ
の

業
界
へ
は
す
ん
な
り
入
れ
ま
し
た

が
、
う
し
の
中
山
に
就
職
し
て
こ
こ

ま
で
機
械
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に

は
驚
き
ま
し
た
。
社
内
は
明
る
く
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
い
風
通
し

の
良
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る

牛
を
作
れ
る
よ
う
、
精
進
し
て
い
き

た
い
で
す
。

佐賀県出身。牛の一大産地
である鹿児島での就職を希
望し、うしの中山と出会い
その牛の育成方針に惚

ほ

れ込
む。特技は小・中学校と続
けてきた野球。

場長

坂
さかもと

本 晃
こ う た

汰 さん
（20歳／入社2年目）

やってみ
たい

仕事が見
つかる！

ま
ち
の

     
お
し
ご
と

VOL.9
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≪
近
場
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

▶企業紹介
　ムービー

コ
コ
に
注
目
‼

紹
介
す
る
收
藏
楼
さ
ん
は
昨
年
の

10
月
に
串
良
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
中

華
料
理
屋
さ
ん
で
す
。
う
し
の
中
山

で
も
週
１
回
、
お
弁
当
の
配
達
で
社

員
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

唐
揚
げ
や
酢
豚
、
回ホ

イ
コ
ー
ロ
ー

鍋
肉
、
炒

チ
ャ
ー
ハ
ン飯

な
ど
定
番
の
中
華
メ
ニ
ュ
ー
は
も
ち

ろ
ん
お
い
し
い
の
で
す
が
、
中
で
も
オ

ス
ス
メ
は
「
エ
ビ
チ
リ
」
で
す
。
プ
リ
ッ

と
し
た
甘
み
の
あ
る
大
き
な
エ
ビ
と
、

甘
辛
の
タ
レ
の
相
性
が
絶
妙
で
お
値

段
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
福
岡
で
修
行

し
た
店
長
さ
ん
自
慢
の
中
華
料
理
は

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
可
能
な
の
で
ぜ
ひ

一
度
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〒893-1603
鹿屋市串良町岡崎 2061
☎ 0994-35-1866
店休日　日曜日
営業時間　11:00 ～ 14:00
　　　　　18:00 ～ 21:30

收藏楼（ショウザンロウ）

串良総合支所串良小学校

519

220

文

收藏楼

シ
ス
テ
ム
を
駆
使
×
餌
を

工
夫
で
生
産
性
を
向
上

　

弊
社
で
は
、
牛
を
管
理
す
る
た

め
の
各
種
ハ
イ
テ
ク
機
器
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
牛

一
頭
一
頭
に
タ
グ
を
付
け
て
体
温

の
異
常
や
水
を
ど
れ
だ
け
飲
ん
で

い
る
か
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
で
管
理
で
き
る
も
の
で
す
。

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
牛
の

異
常
に
対
し
て
迅
速
な
対
応
が
可

能
に
な
り
、
事
故
死
の
防
止
や
生

産
性
の
向
上
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
高
速
通
信
規
格
の
５

Ｇ
を
応
用
し
て
、
夜
間
で
も
牛
の

見
回
り
が
で
き
る
見
回
り
ロ
ボ
ッ

ト
の
導
入
も
現
在
進
行
中
で
す
。

早
け
れ
ば
今
年
度
中
の
稼
働
を
予

定
し
て
お
り
、
実
現
後
は
夜
勤
管

理
業
務
が
削
減
で
き
る
た
め
、
働

き
方
改
革
に
も
つ
な
が
る
と
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
牛
の
餌
に
つ
い
て
も
嗜し

こ

う好

性せ
い

を
上
げ
る
た
め
、
麹

こ
う
じ

や
ビ
ー
ル

か
す
を
餌
に
混
ぜ
込
む
こ
と
で
、

牛
の
食
い
つ
き
が
良
く
な
り
、
消

化
吸
収
を
助
け
る
こ
と
で
ア
ン
モ

ニ
ア
臭
が
な
く
固
い
糞ふ

ん

に
な
る
な

ど
、
牛
の
育
成
に
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。

▲ 牛の真上にカ
メラを設置し
24時間体調を
チェック

▲ おいしい餌こそが
肥育の必須条件

　牛のげっぷに含まれる「メタンガス」

が地球温暖化に影響があると言われてい

ます。これを削減するため、農場にシマ

トネリコやツタを植樹。加えて牛の胃の

中のメタンガスを抑制する効果

のあるバクタモンを餌に

混ぜ込んでいます。

牛のげっぷ抑制で地球温暖化対策

○住所　鹿屋市串良町有里 5137-3

○電話　0994-62-4510

○創業　昭和 25 年　　○代表者　中山　高司

○従業員数　46 人 （社員 ・ パート等含む）

○平均年齢　41 歳　○勤務時間　8.0 時間

○採用実績　８人 （令和３年度）

○福利厚生　各種保険 （雇用、 健康、

 　厚生年金、 厚生年金基金、 労災）、

 　通勤手当、　家族手当、 子ども手当　等

有限会社　うしの中山
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８
月
１
日

　

九
州
防
衛
局
鹿
屋
現
地
連
絡
所
を
開
設

　

市
・
県
が
相
談
窓
口
を
開
設

８
月
３
日

準
備
作
業
の
た
め
米
軍
関
係
者
が
順
次
鹿
屋

入
り

８
月
４
日

ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ｂ
・
ウ
ェ
ロ
ン
ズ
在
日
米
軍

副
司
令
官
が
来
庁

９
月
20
日

無
人
機
運
用
部
隊
の
要
員
が
順
次
鹿
屋
入
り

10
月
３
日

Ｍ
Ｑ

９
本
体
を
含
む
各
種
機
材
が
順
次
搬

入
さ
れ
る

10
月
７
日

Ｍ
Ｑ

９
運
用
部
隊
司
令
官
ア
レ
ク
サ
ン

ダ
ー
・
ケ
リ
ー
空
軍
中
佐
が
来
庁

10
月
23
日

Ｍ
Ｑ

９
運
用
部
隊
「
第
３
１
９
遠
征
偵
察

中
隊
」
発
足
式

11
月
２
日

Ｍ
Ｑ

９
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
飛
行

を
開
始

11
月
５
日

　

関
係
者
向
け
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
の
実
施

11
月
21
日

　

一
時
展
開
開
始

８
月
以
降
の
経
過

　東シナ海を中心とする日本周辺海域における情報収集活動のため、海上自衛隊鹿屋航空基地において
米軍無人機「MQ-9」の一時展開が11月21日に開始されました。

問市政策推進課　☎0994-31-1125
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■製造：ジェネラル・アトミックス・エアロノーティカル・システムズ社■製造：ジェネラル・アトミックス・エアロノーティカル・システムズ社
■翼幅：20.1m　　■長さ：11m　　■高さ：3.8m　　■重さ：2,223kg■翼幅：20.1m　　■長さ：11m　　■高さ：3.8m　　■重さ：2,223kg
■速度：巡航速度約370㎞ /h■速度：巡航速度約370㎞ /h
■運用開始：2007年10月　　　　■運用開始：2007年10月　　　　　■現総機数：合計280機■現総機数：合計280機
■価格：5,650万ドル■価格：5,650万ドル
　（2011年度、センサー付航空機×４、地上管制室、衛星通信デバイス含む）　（2011年度、センサー付航空機×４、地上管制室、衛星通信デバイス含む）
■運用■運用
　海上自衛隊鹿屋航空基地で運用されるMQ-9は、情報収集を目的として　海上自衛隊鹿屋航空基地で運用されるMQ-9は、情報収集を目的として
運用される。人間は直接搭乗せず、離着陸時には鹿屋航空基地で操作し、運用される。人間は直接搭乗せず、離着陸時には鹿屋航空基地で操作し、
それ以外はアメリカ本国から通信衛星を介して遠隔操作を行う。それ以外はアメリカ本国から通信衛星を介して遠隔操作を行う。

無人機「MQ-9」の概要

　海上自衛隊鹿屋航空基地に一時展開する「第　海上自衛隊鹿屋航空基地に一時展開する「第
319遠征偵察中隊」は、無人機MQ-9を用いた319遠征偵察中隊」は、無人機MQ-9を用いた
周辺海域の情報収集を１年間行う。基地内に周辺海域の情報収集を１年間行う。基地内に
約150 ～ 200人を機体操作や整備、後方支援約150 ～ 200人を機体操作や整備、後方支援
要員として配置。要員として配置。
　鹿屋航空基地外の宿泊施設に滞在し、勤務　鹿屋航空基地外の宿泊施設に滞在し、勤務
時間外や休暇中は米軍が設ける指針によって時間外や休暇中は米軍が設ける指針によって
行動する。行動する。

11
月
５
日
、
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空

基
地
で
Ｍ
Ｑ

９
の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
以
前
か

ら
市
が
国
に
要
望
し
て
い
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、
塩
田
県
知
事
や
市
長
を
は

じ
め
、
県
と
市
の
関
係
者
、
市
議
会
議

員
、
基
地
周
辺
町
内
会
長
を
含
む
基
地

関
係
連
絡
協
議
会
委
員
、
報
道
関
係
者

な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
基
地
内
に
は

Ｍ
Ｑ

９
が
２
機
用
意
さ
れ
、
１
機
は

地
上
展
示
、
も
う
１
機
は
基
地
の
西
側

に
向
け
て
離
陸
し
、
反
時
計
周
り
に
基

地
周
辺
上
空
を
２
周
し
着
陸
し
ま
し

た
。

　

部
隊
を
率
い
る
ケ
リ
ー
司
令
官
は
冒

頭
の
挨
拶
で
「
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域

の
安
全
保
障
環
境
の
厳
し
さ
が
増
す

中
、
今
回
の
Ｍ
Ｑ

９
の
展
開
は
、
日

米
の
平
和
と
発
展
を
維
持
す
る
た
め
に

デ
モ
フ
ラ
イ
ト
の
実
施

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
米
軍
及
び
国
に

対
し
安
全
・
安
心
対
策
の
徹
底
を
要
請

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、11
月
18
日
、

米
軍
関
係
者
の
運
転
す
る
乗
用
車
が
ス

ク
ー
タ
ー
と
接
触
す
る
事
故
が
発
生
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
故
が
起
こ
っ

た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
市
で
は
、
Ｍ
Ｑ

９
部

隊
の
ケ
リ
ー
司
令
官
に
対
し
直
接
遺
憾

の
意
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
相
手
方
へ

の
誠
意
あ
る
対
応
と
、
今
後
の
隊
員
の

指
導
の
徹
底
及
び
具
体
的
な
事
故
防
止

対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

安
全
安
心
の
確
保
に
向
け
て

行
う
も
の
で
あ
る
」
と
説
明
。
ま
た
、

部
隊
の
隊
員
に
つ
い
て
は
「
三み

さ
わ沢

、

嘉か

で

な
手
納
、
横よ

こ
た田

基
地
な
ど
日
本
国
内
の

基
地
の
ほ
か
、
グ
ア
ム
、
ハ
ワ
イ
、
ア

ラ
ス
カ
、ネ
バ
ダ
な
ど
の
基
地
か
ら
も
、

こ
の
任
務
に
参
加
す
る
た
め
集
ま
っ
て

き
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
で
は
こ
れ
に
併
せ
て
騒
音

測
定
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
自
衛
隊
の

Ｐ
３

Ｃ
哨し

ょ
う
か
い
き

戒
機
や
Ｋ
Ｃ

１
３
０
空

中
給
油
機
よ
り
も
低
い
騒
音
レ
ベ
ル
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

M
Q

-9 S
pe

c
ific

a
t

io
n

s
G
e
n
e
ra
l A
to
m
ic
s

A
e
ro
n
a
u
tic
a
l S
y
s
te
m
s
, In
c
.

場所 MQ-9 KC-130
（H27測定）

P-3C
（H27測定）

野里町

65.2dB
（１回目）
66.9dB
（２回目）

79dB 80dB

川東町

72.0dB
（１回目）
69.1dB
（２回目）

82dB 82dB

▲MQ-9デモフライト時の騒音測定結果
※dB（デシベル）：音の強さの単位
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※新型コロナウイルス感染症等のため、予定が変更になる場合があります。

鹿屋市青年団員

● 対象者　18 歳以上 39歳以下で主に鹿屋市内でボラ
ンティア・地域活動・交流活動等に参加できる人
● 応募　鹿屋市青年団協議会に電話又は公式 I

インスタグラム

nstagram
からメッセージで応募
※ 活動内容の詳細については、
鹿屋市青年団公式 Instagram
を確認
※  12 月には鹿屋市青年団協議
会の一大行事である「クリス
マス大作戦」を予定

問鹿屋市青年団協議会　☎090-5796-7648（濵
はま だ

田）

令和５年度海上自衛隊
鹿屋航空基地モニター

海上自衛隊鹿屋航空基地の活動や行事を見学・体験し、
意見や要望の提案・提供を行うモニター
● 活動内容　体験搭乗、体験喫食、施設見学、各種訓
練展示、各種行事等への参加

●期間 令和５年４月1日（土）～令和７年３月31日（月）
●対象者　基地周辺市町村に在住する 20歳以上の人
●定員　５人　※応募者多数の場合は選考
● 応募　12月 16日（金）までに連絡又は氏名・年齢・
住所・職業・連絡先を記入した用紙（任意様式）を
提出

問海上自衛隊鹿屋航空基地第１航空群司令部広報室
☎0994-43-3111（内線2235）　℻  0994-42-2636
　〒 893-8510 鹿屋市西原３丁目11-2

12月  ３日（土）
　人権問題講演会（市文化会館）
12月  ４日（日）
　第12回冬華火ーはじまりの鐘ー

（リナシティかのや）
C
ク リ ス マ ス

HRISTMAS M
マ ー ケ ッ ト

ARKET ＠水神横丁
（水神横丁商店街：西大手町）

12月  ４日（日）～令和５年２月18日（土）
豊栄橋イルミネーション（串良町豊栄橋）
12月 10日（土）
　神話のまちづくりフェス吾平物語

（コミュニティセンター吾平振興会館）
12月 10日（土）～25日（日）
クリスマスファンタジーナイト2022 in霧島ヶ丘公園

（霧島ヶ丘公園）

12月 25日（日）～30日（金）
　鹿屋市消防団年末特別警戒（市内一円）

12 月 イベント情報イベント情報

12月  3 日（土）
　志布志イルミネーション 2022点灯式

（志布志鉄道記念公園）
12月  ４日（日）
s
し ぶ し

hibushi ぽっぽマルシェ（JR志布志駅多目的広場）

大隅大隅のイベントのイベント

「鹿屋よかもん商品券」の
販売

令和５年１月 15日（日）開催予定の市内 40店舗が出
店する食のマルシェ「鹿屋よかもん商店市」（仮称）等
で使える商品券
●販売単価　2,000 円分の商品券を 1,000 円で販売
●購入限度数　１人２冊まで
●販売数　3,700 冊　※先着順
●利用期間　令和５年１月15日～２月 14日（火）
● 申込　12 月９日（金）～令和５年
１月９日（月・祝）に専用フォーム
から申し込み
※出店する店舗など詳しくは市ホームページに掲載

問市産業振興課　☎0994-31-1180

▲専用フォーム

申請・募集 お知らせ 講座 催し物
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※ 郵送・FAX等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。

水道管の凍結に
注意してください

　寒い日が続く場合や冷え込みの厳しい日は、水道管
が凍結して水が出なくなることや、破裂するおそれが
あります。家庭でできる対処法に取り組みましょう。
●対処法
○水道管に保温材や布を巻いて凍結を防ぎましょう。
○ 凍結した場合は、タオル等を巻き付けてぬるま湯を
かけるか、自然に溶けるのを
待ちましょう。
○ 漏水の疑いがある場合は水道
の使用をすべて止めて、水道
メーターを確認してください。

問市業務課　☎0994-43-2800

国民健康保険税の期限内の
納付にご協力ください

　12月は、「県下一斉国保税滞納整理強化月間」です。
　市では滞納整理強化のため、夜間・休日窓口の開設、
訪問催告などを行います。
○国民健康保険税の納付は、口座振替が原則です。
○ 未納で再三の催告にも応じない場合は、財産の差押
えなどを行うことがあります。また、特段の理由な
く滞納が続くと、有効期間の短い短期被保険者証や
医療機関において一時的に全額自己負担（10割負担）
となる被保険者資格証明書が交付されます。
○特段の理由で納付が困難な場合は、ご相談ください。

問市健康保険課　☎0994-31-1162

年末年始のごみの持ち込み・バスの運行状況をご確認ください

年末年始のごみの持ち込み
●ごみの持ち込み場所 ※必ず分別をして搬入してください。

●開所日 搬入時間＝8:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30　※赤太枠内は混雑が予想される期間

●肝属地区清掃センターに持ち込みできない主なもの
○消火器、タイヤ、スプリング入りベッド・ソファー　○有害性、危険性、引火性、爆発性のあるもの
○ごみの処理を困難にし、施設設備機能に支障が生じるもの
○リサイクル対象品（テレビ、洗濯機、エアコン、冷蔵庫、パソコン、オートバイ　等）
○新聞紙、雑誌、ダンボール、缶類、ペットボトル、使用済小型家電などの資源物（鹿屋市資源センターへ持ち込み）
※大型車両（４tロング等）での持ち込み不可　　　　　　　　　　　　　　　　　 問市生活環境課　☎0994-31-1115

ごみの種類 持ち込み場所 住所 電話番号（☎0994）
燃やせるごみ・燃やせないごみ・粗大ごみ 肝属地区清掃センター 串良町下小原3893-8 63-0168
資源物・金属製粗大ごみ 鹿屋市資源センター 下高隈町4319-1 45-2900

センター名
12月 １月

24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

肝属地区清掃センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ 〇 ○ × ○ ○

鹿屋市資源センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ 〇 ○ × ○ ○

年末年始のバスの運行
●鹿児島中央駅～鹿屋間直行バス・くるりんバス・乗合タクシーの運行日

※ ○は通常運行　※その他路線バスは12/29～1/3の間、日曜・祝日ダイヤとなります。詳しくは鹿児島交通㈱にご確認ください。

バスの種類
12月 1月

26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 ７
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

鹿児島中央駅～鹿屋間直行バス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

かのやくるりんバス

市街地 ○ ○ ○

運休

○ ○ ○ ○
市街地北 ○ ○ ○ ○
大姶良 ○ ○
輝　北 ○ ○ ○ ○
串　良 ○ ○ ○ ○ ○
吾　平 ○ ○

乗合タクシー（天神・船間地区） ○ ○

問鹿児島交通㈱
　鹿屋営業所
　☎0994-65-2258

▲鹿児島中央駅と鹿屋
　を結ぶ直行バスは、
　休まず運行

７
土

nformationnformation
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※新型コロナウイルス感染症等のため、予定が変更になる場合があります。

北朝鮮による人権侵害問題に
ついて認識を深めましょう

　12月 10 日（土）～ 16 日（金）は「北朝鮮人権侵
害問題啓発週間」です。
　北朝鮮当局による拉致などの人権侵害問題に対する
認識を深めましょう。
●北朝鮮人権侵害問題啓発週間に伴うパネル展
○期間＝12月 10日～ 16日
○場所＝市役所１階ロビー
○ 内容＝拉致問題のパネルやパンフ
レット・ブルーリボンのツリー展示、
署名活動、募金活動　など

問市福祉政策課　☎0994-31-1113

交通安全や防犯意識を高め
年末年始を迎えましょう

　12月10日（土）から令和５年１月10日（火）まで、「年
末年始の交通事故防止・地域安全運動」が実施されます。
安全で安心なまちづくりの推進のため、次のことを心
掛けましょう。
○早朝・夜間における反射材の着用
○ ３ライト運動（早めの点灯・トンネ
ル内点灯・原則上向きライト点灯）
○飲酒運転の根絶と危険運転の防止
○自転車安全利用の推進
○全席シートベルトの着用
○うそ電話詐欺被害の防止

問市安全安心課　☎0994-31-1124

森林を伐採する際は
届け出を行いましょう

　森林（保安林を除く）を伐採する場合は、伐採の 30
日前までに「伐採及び伐採後の造林の届出書」を提出
しなければなりません。また、平成 29 年度から伐採
後は「伐採及び伐採後の造林に係る森林の状況報告書」
の提出が必要となっています。
　これらを提出しなかった場
合は、森林法違反となります
のでご注意ください。
※ 届出書等は市林務水産課、
市ホームページに有り

問市林務水産課　☎0994-31-1173

「令和５年二十歳のつどい」を
１月４日（水）に開催します

●日時　令和５年１月４日（水）　14:30 ～ 15:30
●会場　串良平和アリーナ
● 対象者　平成 14年４月２日～平成 15年４月１日に
生まれた人

●その他
○ 事前申込者は 12 月中旬に
送付予定の入場券が必要
○事前申込をしていない人は当日別途受付が必要
○式典対象者以外の保護者・親族・友人等は入場不可
※参加に際し、付き添い等配慮が必要な場合は要相談
○会場及び敷地内は飲酒及び喫煙禁止

問市生涯学習課　☎0994-31-1138

下水道使用料が
改定されます

　令和５年７月検針分から下水道使用料が改定（値上
げ）されます。改定による市民生活等への影響を考慮し、
激変緩和措置による段階的な改定を行います。
●改定内容（１か月当たり・税抜）

●支払額の例（１か月あたり・税抜）

※実際の請求は水道料金と合わせて２か月ごとに実施

問市下水道課　☎0994-31-1133

種別 汚水量
（㎥）

現行
（円）

新使用料
経過措置期間（円）

新使用料
（円）

R5.7 月
検針以降

R7.7 月
検針以降

R9.7 月
検針以降

一般
汚水

基本料金 350 600 675 750
１～   10 60 80 90 100 
11 ～   20 70 84 95 105
21～   30 80 88 99 110
31～   40 90 92 104 115 
41 ～   50 100 108 114 120
51～ 100 105 113 119 125
101～ 110 117 124 130

公衆浴場
汚水

基本料金 350 600 675 750
１㎥につき 10 12 12 12

使用例 汚水量
（㎥/月）

現行
（円）

新使用料
経過措置期間（円）

新使用料
（円）

R5.7 月
検針以降

R7.7 月
検針以降

R9.7 月
検針以降

１人
～２人 10 950 1,400

（+450）
1,575

（+175）
1,750

（+175） 
３人
～４人 20 1,650 2,240

（+590）
2,525

（+285）
2,800

（+275）
４人
～５人 30 2,450 3,120

（+670）
3,515

（+395）
3,900

（+385）
飲食店
事業者 100 9,600 10,770

（+1,170）
11,645
（+875）

12,500
（+855）
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クリスマスファンタジーナイト
2022in霧島ヶ丘公園

霧島ヶ丘公園が 20万球の彩り豊かなイルミネーション
で幻想的なファンタジースポットに変身するイベント
●日時 12月 10日（土）～ 25日（日）17:30 ～ 20:30
※雨天及び荒天時は開催なし
●場所　霧島ヶ丘公園　●入園料　無料
●内容
○ＢＧＭ生演奏＝毎週土曜日
○ ミニ花火ショー（20:00 から 10 分程度）＝ 12 月
10日、17日（土）、24日（土）、25日
● その他　かのやえんがわ、くろぶたの丘は夜間特別
営業予定

問かのやばら祭り実行委員会（市公園管理室内）
　☎0994-31-1150（平日）
　☎0994-40-2170（土・日曜日、祝日）

スポーツをカタルガ！
シンポジウム

スポーツ取材や実況中継などで活躍するアナウンサー
や大学スポーツの専門家を招き、講演やパネルディス
カッションを行うオンラインイベント
●日時　12月 16日（金）　18:30 ～ 20:30
●定員　200人程度　※先着順　
●講師 沼

ぬまた

田 薫
こう き

樹 氏（鹿屋体育大学）
　　　　鈴

すずき

木 智
ともはる

晴 氏（鹿屋体育大学）
　　　　松

まつき

木 圭
けいすけ

介 氏（MBCアナウンサー）
●参加料　無料
● 応募 12 月 12 日（月）までに専用
フォームから応募

問鹿屋体育大学 SA室　☎ 0994-46-5060

男女共同参画講演会

●日時　12月 17日（土）　13:30 ～ 15:00
●場所　リナシティかのや２階情報研修室
●講師 山

やまだ

田 亮
りょう

 氏（家事ジャーナリスト、社会福祉士）
● 演題　スーパー主夫が直伝　ライフもワークも充実
「共家事」のススメ！
●定員　50人　※先着順
●参加費　無料
● 申込 12 月 12 日（月）までに申
込書を提出又は専用フォームから
申し込み

※申込書は市ホームページに掲載

問市男女共同参画推進室
　☎ 0994-31-1114　℻  0994-31-1170

肝属地区環境ふれあい館講座
後期講座

●日時・講座名・応募期限

●場所　肝属地区環境ふれあい館
●対象者　20歳以上の人
※No.6 は誰でも参加可能
※No.1・2は全ての日程に出席可能な人
●定員
○No.1・2・4＝８人
○No.3・5＝10人
○No.6＝10組
●受講料　無料　※一部材料費が必要
● 応募　応募期限までに連絡又は来館、もしくは希望
講座名 •氏名 • 住所 • 電話番号を記入した用紙（任意
様式）を FAX

問肝属地区環境ふれあい館
　☎0994-62-8101　℻  0994-62-8102

№ 期日（R5） 時間 講座名 応募期限

１
1/12（木）
1/26（木）
2/  9（木）

9:30
〜
12:00

古着リメイク
～初めての裂き織り～

12/25（日）

２
2/10（金）
2/24（金）

9:30
〜
12:00

古着物生地をリメイク
「簡単なミニチュアの着
物を作ってみよう」

R5.1/29（日）

３ 2/12（日）
10:00
〜
11:00

EMぼかし肥料作り

４ 2/15（水）
9:30
〜
15:00

リメイク小物作りの集い
「牛乳パックでイス作り」

R5.2/  5（日）

５ 2/22（水）
9:30
〜
15:00

布ぞうり作り

６
2/25（土）
2/26（日）

9:30
〜
15:00

桃の節句「牛乳パックでひ
な人形の一輪挿しを作ろう」

当日受付

※ 郵送・FAX等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。

図書館ウインターコンサート

親子でも参加できる、本の貸し出しと音楽を楽しめる
冬の演奏会
●日時　12月 26日（月）　14:00 ～ 15:00
●場所　市立図書館
●出演　鹿屋女子高等学校吹奏楽部・合唱部
●定員　100人
※先着順
●参加料　無料
●応募　12月 25日（日）までに来館又は連絡
● その他　当日は休館日ですが、来場者には本を借り
る時間を設けています。

問市立図書館　☎0994-43-9380

nformationnformation
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↑

上
小
原
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
は
３
年
生
が
１
人
し
か
お

ら
ず
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
メ
ン
バ
ー

を
け
ん
引
し
て
い
け
る
か
不
安
で
し
た

が
、
み
ん
な
仲
良
く
活
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
は
夏
の
最
後
の
大
会

で
部
活
動
を
引
退
し
ま
し
た
が
、
今
年

の
「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

都
道
府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」鹿
児
島
県
代
表
の
12
人
に
選
ば
れ
、

現
在
は
週
に
２
回
の
練
習
と
土
日
に
は

県
内
の
高
校
生
や
大
学
生
チ
ー
ム
と
練

習
試
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。
練
習
試
合

は
高
校
・
一
般
用
の
ボ
ー
ル
を
使
い
、

ネ
ッ
ト
も
高
い
の
で
勝
手
が
違
い
ま
す

が
、
持
ち
前
の
バ
ネ
と
身
長
を
生
か
し

て
ア
タ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
休
み
が
少

な
く
、
周
り
の
選
手
た
ち
の
レ
ベ
ル
も

高
い
た
め
練
習
は
大
変
で
す
が
、
楽
し

ん
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
の
目

標
は
日
本
一
。
指
導
さ
れ
た
こ
と
を
着

実
に
身
に
付
け
な
が
ら
、
受
験
勉
強
も

忘
れ
ず
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 school

after
↑

上小原中学校

松
まつなが

永  涼
りょう

さん （３年生）

好きな科目は数学で、 将来の進学

を見据えて高校受験に取り組む。 受

験勉強とトレーニングの合間に１歳

の弟の面倒を見る。 現在の身長は

182㎝。

土持堀の深井戸
つっもっぼい ふか い   ど

　

火
山
灰
や
軽
石
で
構
成
さ
れ
る
シ

ラ
ス
で
覆
わ
れ
た
笠
野
原
台
地
は
、

保
水
性
に
乏
し
く
雨
が
降
っ
て
も
す

ぐ
に
地
下
へ
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
水
は
飲
料
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
風
呂
や
洗
濯
な
ど
の
日
常
生

活
や
農
業
に
も
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
で
あ
り
、
そ
こ
に
住
む
人
々
に

と
っ
て
は
水
の
確
保
が
最
重
要
課

題
。
そ
こ
で
、
住
民
た
ち
は
雨
水
な

ど
を
溜
め
て
生
活
や
農
耕
に
使
用
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
不
足
す
る
水
を
求
め
て

人
々
は
井
戸
を
掘
り
ま
す
が
、
笠
野

原
台
地
で
は
90
ｍ
掘
っ
て
も
水
が
出

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

串
良
町
細
山
田
に
あ
る「
土
持
掘

の
深
井
戸
」
は
、
こ
う
い
っ
た
笠
野

原
台
地
開
発
の
苦
難
の
歴
史
を
物
語

る
史
跡
と
し
て
昭
和
57
年
に
鹿
児

島
県
の
指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
文
政
年
間
か
ら
天
保
年

間（
１
８
１
８
〜
１
８
４
１
年
）
頃

に
掘
ら
れ
た
直
径
１
ｍ
、
深
さ
64
ｍ

に
も
及
ぶ
素
掘
り
の
井
戸
で
、
人
の

手
に
よ
っ
て
ビ
ル
20
階
以
上
の
深
さ

を
掘
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
水

を
渇
望
し
て
い
た
姿
が
見
て
取
れ
ま

す
。
水
を
引
き
上
げ
る
に
も
人
力
で

引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
牛
や
馬
を
使
っ
て
綱
を
引
か
せ

ま
し
た
。

　

当
時
の
笠
野
原
台
地
に
は
こ
う

い
っ
た
深
井
戸
が
点
在
し
て
お
り
、

昭
和
２
年
の
笠
野
原
簡
易
水
道
の
開

設
、
昭
和
42
年
の
高
隈
ダ
ム
に
よ
る

灌か
ん

が
い
が
行
わ
れ
る
ま
で
人
々
の
生

活
を
支
え
て
い
ま
し
た
。

▲ 串良町細山田の「鎌田堀の深井戸」で

の牛による水のくみ上げの様子。

細山田
中学校

土持堀の深井戸
269

67

東九州自動車道

文

タイム トラベルタイム トラベル
～温故写新～

昔、鹿屋で起きた出来事にクローズアップ！

誰でも持っている「別の輝く顔」にフォーカス 放課後は

の顔別別
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さ
ん

株式会社ベリーのおうち
代表取締役 （旧ドッグハウスベリー）

一
い ち む ら

村 彩
あ や こ

子
　

小
さ
い
頃
か
ら
歌
う
こ
と
が
大
好
き

だ
っ
た
私
は
、
声
楽
の
道
を
志
し
、
東

京
音
楽
大
学
へ
進
学
し
た
後
、
中
学
校

の
音
楽
科
教
諭
に
な
り
ま
し
た
。
５
校

目
で
訪
れ
た
奄
美
の
中
学
校
で
特
別
支

援
教
諭
の
免
許
を
取
得
し
、
次
に
赴
任

し
た
養
護
学
校
で
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ケ

ア
に
出
会
い
ま
し
た
。
音
楽
療
法
を
通

し
て
障
が
い
を
も
つ
生
徒
た
ち
と
音
楽

の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
矢
先
、
胃

が
ん
が
発
覚
。
手
術
後
の
休
職
中
、
警

察
犬
訓
練
士
で
あ
る
父
の
と
こ
ろ
で
子

犬
が
産
ま
れ
、
譲
り
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
愛
犬
と
と
も
に
過
ご
す
中

で
、「
こ
の
子
た
ち
を
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ

グ
に
育
て
上
げ
、
音
楽
療
法
士
と
し
て

施
設
慰
問
な
ど
福
祉
活
動
を
し
て
い
き

た
い
」
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
、
教

員
を
辞
め
て
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど

各
種
資
格
を
取
得
。
こ
う
し
て
平
成
29

年
に
自
宅
庭
の
一
角
で
、
愛
犬
の
日
中

お
預
か
り
と
躾

し
つ
け

を
行
う
犬
の
保
育
園
＆

幼
稚
園
「
ド
ッ
グ
ハ
ウ
ス
ベ
リ
ー
」
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

始
め
た
頃
は
、
聞
い
た
こ
と
の
な
い

サ
ー
ビ
ス
と
い
う
こ
と
で
利
用
者
も
少

な
か
っ
た
で
す
が
、
口
コ
ミ
な
ど
で

徐
々
に
広
ま
り
、
皆
さ
ま
の
大
切
な
愛

犬
を
お
預
か
り
す
る
機
会
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
ベ
リ
ー
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
犬

と
人
の
１
対
１
の
心
の
ふ
れ
あ
い
」
と

「
想
像
力
」。
現
在
は
ト
レ
ー
ナ
ー
の
ス

タ
ッ
フ
と
２
人
体
制
で
、「
お
預
か
り

し
た
愛
犬
と
そ
の
ご
家
族
」
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

起
業
し
て
６
年
目
。
想
像
し
て
い
た

人
生
と
は
全
く
違
う
展
開
に
自
分
自
身

驚
い
て
い
ま
す
。
現
在
は
施
設
を
拡
大

し
て
皆
さ
ま
の
愛
犬
の
お
預
か
り
だ
け

で
な
く
、
災
害
時
に
お
け
る
愛
犬
の
避

難
所
開
設
の
ほ
か
、
人
と
犬
が
助
け
合

う
力
を
発
揮
す
る
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
、

音
楽
療
法
の
講
演
や
イ
ベ
ン
ト
を
各
地

で
行
う
な
ど
、
活
動
の
場
を
広
げ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
場
所
が
生
き
物

に
関
す
る
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
の
就
職
の
選
択
肢
と
な
り
、

新
し
く
ト
レ
ー
ナ
ー
を
志
す
人
材
育
成

の
拠
点
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

鹿屋市出身。ドッグランに植

えられているブルーベリー

の木が店舗名の由来。今年12

月からは「株式会社ベリーの

おうち」として経営拡大を図

る。最近では災害時などの対

応を学ぶため、アウトドアに

おける愛犬との関わりについ

て研究中。NPO法人日本セラ

ピードッグ協会理事。

【右】東京音楽大学在学時の一村さん。その後の人生は急展開を迎えることに。

【中】市内小中学校で行っているセラピードッグに学ぶ子育て講演会の様子。

【左】 「ベリーのおうち」では、愛犬のお預かりに加えて躾やトレーニングも精

力的に行っている。ドッグランも完備しストレスフリーで過ごせる。

▼公式webサイト▼公式webサイト

A bridge of dreamA bridge of dream

かけ橋のかけ橋のののの
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　読者の皆様からいただいたお
便りの中から、ご意見や情報な
どを紹介します。

Mai l

読
者
の
ひ
ろ
ば

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
の
記
事
を
見

て
、
鹿
屋
は
肉
用
牛
が
県
内
１
位
、

全
国
２
位
な
ん
で
す
ね
！
ま
た
、
９
頭
も

選
ば
れ
た
の
も
す
ご
い
で
す
ね
。牛
肉
は
、

鹿
屋
の
誇
り
で
す
。
10
月
６
日
か
ら
の
鹿

児
島
大
会
は
試
食
や
Ｐ
Ｒ
が
あ
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
夫
と
一
緒
に
、
行
っ
て
み

よ
う
か
、
と
話
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

(
Ｉ
・
Ｎ
さ
ん
・
女
性
)

10
月
６
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
開
催
さ

れ
た「
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿

児
島
大
会（
全
共
）」
は
、
鹿
屋
市
か
ら
９

頭
が
出
品
さ
れ
３
区
分
で
農
林
水
産
大
臣

賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、
出
品
牛
全
て
が
優

等
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。
会
場
で
は
展
示

や
全
国
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
試
食
な
ど
の
ブ
ー

ス
も
設
置
さ
れ
、
ま
さ
に「
５
年
に
１
度

の
和
牛
の
祭
典
」
と
い
う
盛
り
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。
次
回
の
全
共
は
北
海
道
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り「
日
本

一
和
牛
の
ふ
る
里
か
の
や
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
今
後
も
農
家
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
者
の
方
々
と
邁ま

い
し
ん進

し
て
い
き
ま
す
。

今
年
の
春
、
近
所
の
方
が
家
の
前
の

道
路
に
窪く

ぼ

み
が
で
き
て
雨
水
が
た

ま
り
困
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
市
役
所

に
相
談
す
る
よ
う
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。

早
速
そ
の
方
が
電
話
す
る
と
、
そ
の
日
の

う
ち
に
道
路
が
綺き

れ

い麗
に
直
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
素
早
い
対
応
に
驚
く
と
と
も
に
感

心
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
鹿
屋
市
の
住

み
よ
い
環
境
づ
く
り
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
私
た
ち
も
心
掛
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。(
な
っ
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
女
性
)

　

こ
の
度
は
、
道
路
の
不
具
合
を
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
市
道
に
お
け
る
穴
ぼ
こ
や
蓋
板

の
補
修
に
つ
い
て
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
と
と
も
に
、
町
内
会
等
か
ら
の
要
望
に

よ
り
、
周
辺
環
境
や
道
路
の
利
用
状
況
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
優
先
度
を
決
め
て
補

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
し
、
道
路
に
不

具
合
が
あ
っ
た
場
合
は
、
町
内
会
長
又
は

直
接
市
役
所
へ
連
絡
す
る
か
、
ス
マ
ホ
ア

プ
リ「
か
の
や
ラ
イ
フ
」
の
地
域
レ
ポ
ー

ト
か
ら
投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
か
の
や
10
月
号
の
「
こ
ど
も
食

堂
ば
あ
ち
ゃ
ん
家
」
の
記
事
か
ら
、

自
分
を
惜
し
み
な
く
与
え
る
姿
が
素
晴
ら

し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
現
在
、
多
く
の
家

族
で
は
色
ん
な
事
情
に
よ
り
す
れ
違
い
の

生
活
を
送
り
、
共
に
食
事
や
会
話
を
楽
し

む
時
間
が
取
れ
な
く
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
ど
も
食
堂
は
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
た
り
、
手
作
り

で
愛
情
い
っ
ぱ
い
の
食
事
が
と
れ
る
の

で
、
笑
顔
に
な
れ
て
、
安
心
で
き
る
場
所

に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
大
変
だ
と
は
思

い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め

に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
し
た
。(
ひ
つ
じ
さ
ん
・
女
性
)

田
崎
小
学
校
区
内
の
子
ど
も
た
ち
に

対
し
、
共
食
の
機
会
や「
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

味
」
な
ど
を
提
供
す
る
子
ど
も
食
堂
。
手

作
り
で
温
か
い
食
事
が
食
べ
ら
れ
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
誰
か
と
食
事
が
で

き
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
場
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。
川
西
町
内
会
女
性
部

を
中
心
と
し
た
有
志
や
、
食
材
な
ど
を
提

供
す
る
地
元
の
方
や
企
業
な
ど
の
善
意
で

成
り
立
つ「
こ
ど
も
食
堂
ば
あ
ち
ゃ
ん
家
」

は
、
関
わ
る
全
て
の
人
を
笑
顔
に
す
る
素

晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
す
。
子
育
て
は
親

だ
け
が
担
う
も
の
で
は
な
く
、
未
来
の
日

本
を
支
え
る
人
材
を
育
て
る
も
の
と
し

て
、
地
域
全
体
で
支
え
見
守
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

テ
ィ
ヌ
カ
ー
ラ
は
私
た
ち
夫
婦
が
結

婚
式
を
挙
げ
た
思
い
出
の
場
所
で

し
た
が
、
閉
館
し
た
と
い
う
話
を
聞
い
て

残
念
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に

10
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る

と
い
う
出
水
田
さ
ん
の
記
事
を
見
て
、
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
！
引
き
出
物
に
地

元
産
の
食
材
を
活
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
地
元
だ
か
ら
こ
そ
地
元
の
味
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
素
晴
ら
し
い
で

す
！
今
後
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
！

(
Ｊ
・
Ｙ
さ
ん
・
男
性
)

　

皆
か
ら
祝
福
さ
れ
、
幸
せ
絶
頂
の
結
婚

式
。
家
族
と
な
っ
た
２
人
の
思
い
出
の
出

発
点
と
も
い
え
る
式
場
を
途
切
れ
さ
せ

ず
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と

と
な
っ
た
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す

ね
。
本
市
に
は
ほ
か
に
も
結
婚
式
場
が
あ

り
ま
す
が
、
実
は
か
の
や
ば
ら
園
で
も
結

婚
式
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
結
婚
式

を
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
ぜ
ひ
鹿

屋
市
か
ら
幸
せ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

フォトネタ !フォトネタ !

大浦町高齢者クラブで製作している
かかしが今年もお披露目。10 年目
となる今年のテーマは日本一に輝い
た「和牛」。道行く人の心を癒します。

大浦町のかかし大浦町のかかし

December  2022 ｜ 24



皆さんからの

お便りを募集

V o i c e

〒 893-8501

  鹿屋市共栄町 20-1

　政策推進課

「読者のひろば」 係

  ☎ 0994-31-1123

　広報誌への感想や取り上げてほ

しい話題のほか、 市へのご意見、

地域のイベントや写真など多くの

情報をお寄せください。

　お便りの中から、 抽せんで特産

品等をプレゼントします。 たくさん

のご応募お待ちしています！

※ 掲載時に原稿の一部を手直しす

る場合もあります。

Vol.406

８ ９ ３ ８ ５ ０ １

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　  「読者のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要

プレゼント

男　・　女

クイズの答え

広報かのや

お手数ですが

63円切手を

お貼りください

鹿屋市民は心疾患が多い
ってホント？

ル
コ
ー
ル
を
控
え
る
こ
と
な
ど
の
ほ
か
、

適
度
な
運
動
が
効
果
的
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
行
わ
れ
た
研
究
で
は
、
２

階
建
て
バ
ス
の
車
掌
と
運
転
手
と
を
比
較

し
た
際
に
、
動
き
回
る
車
掌
よ
り
も
座
っ

た
ま
ま
の
運
転
手
の
方
が
心
疾
患
の
発
症

率
と
死
亡
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
歩
行
は
第
二
の
心
臓
と
も
呼
ば
れ
る

ふ
く
ら
は
ぎ
を
発
達
さ
せ
、
血
の
巡
り
を

良
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
食
生
活
を

見
直
し
な
が
ら
、
運
動
習
慣
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

　

血
液
を
全
身
に
送
る
ポ
ン
プ「
心
臓
」。

こ
の
心
臓
の
病
は
、
命
に
関
わ
る
重
大
な

事
態
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る

と
、
令
和
３
年
度
に
亡
く
な
っ
た
人
で
心

臓
病
が
原
因
だ
っ
た
割
合
は
全
国
で
27
．

７
％
、
鹿
児
島
県
29
．０
％
に
対
し
、
鹿

屋
市
で
は
30
．１
％
で
し
た
。
特
に
、
心

筋
梗
塞
で
亡
く
な
っ
た
女
性
は
全
国
比

１
．３
倍
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
背
景
に

は
高
血
圧
や
糖
尿
病
と
い
っ
た
基
礎
疾
患

が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
基
礎
疾
患
は
生
活
習
慣
病
の

一
種
で
、
鹿
児
島
県
は
全
国
と
比
べ
て

・
緑
黄
色
野
菜
の
摂
取
量
が
少
な
い

・
塩
分
の
摂
取
量
や
焼
酎
の
消
費
量
が
多
い

こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
ま
た
鹿
屋
市
の

市
民
意
識
調
査
に
よ
り
運
動
頻
度
が
少
な

い
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
健
診
な
ど
で

自
身
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
や
、

減
塩
・
野
菜
を
多
く
摂
取
す
る
こ
と
、
ア

　市では市民の体力づくりや健康増進

のため、 スマホ用アプリ「スポーツタウ

ンW
ウ ォ ー カ ー

ALKER」 の活用を推進していま

す。 このアプリはウォーキングやランニ

ングの距離などを測定・記録できるア

プリで、 全国・ 県内・ 市内でのランキ

ングも見ることができ、 定期的にイベ

ントも開催されています。 ぜひ生活習

慣病改善のためにご活用ください。

▲A
アップル

pp S
ス ト ア

tore▲ G
グ ー グ ル

oogle P
プレイ

lay

心疾患予防のためにできること

● 塩分を控え、バランスの良い食事を

心掛ける。

●適度な運動と睡眠を心掛ける。

●１年に１回、健診を受ける。

● 現在、定期通院中の人は医師と相談

しながら生活習慣を改善する。

● 薬を飲む理由を理解し、用法用量を

守って内服する。



ご協力ありがとうございました。

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽せん・賞品（賞品引換券）の

発送・アンケート統計以外の目的で使用することはございません。

お便り＆メッセージ

✂キリトリ線
編 集 後 記

もっと美味しい牛を…という「う

しの中山」さんの牛飼いのひ

たむきな想いを垣間見ました。プレ

ゼントの黒毛和牛400gはすき焼

きがオススメだそうです!!（櫛間）

ちょっと気を抜いているといつ

の間にかなってしまう生活習

慣病。適度な運動と食事管理が効

果的。私も体力と代謝が低下してい

るのを実感しています…（下曽山）

つまらんことに時間を使って…

と言われがちなeスポーツ。勝

つために必要な技術や作戦を練り

上げる姿勢はスポーツと同じ。高校

生の熱を感じた取材でした。（堂込）

きっかけを得て、大きく飛躍す

ることがありますよね…。コ

ロナ禍で過ごす学生の皆さんに何

か大きなきっかけが見つかればと

思った特集の取材でした。（久冨木）

子どもが病気になり、 仕事等で家庭での保育ができな

いときは、 一時的に子どもを預けられる病児保育をご

利用ください。 （まつだこどもクリニック内で実施）

気の子どもの一時預かりとして
「病児保育」をご利用ください 問市子育て支援課　☎0994-31-1134病

●利用時間 平日 8:00 ～ 17:50 

　　　　　　土曜 8:00 ～ 11:50

●対象者 市内に住所を有する人

※利用には市に事前登録が必要

月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医
鹿屋市医師会　　　　　　  診療時間 8:30 ～ 18:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

12月  4日
 おばま医院 寿 2丁目 42-5235
おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

11日
 伊東クリニック 札元２丁目 43-3500
やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

18日
 池田病院 下祓川町 43-3434
 えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 池田病院 下祓川町 43-3434

25日
 園田クリニック 旭原町 43-8181
こだま小児科 笠之原町 41-5111
田村脳神経外科クリニック 川西町 41-7100

29日
 鹿屋ハートセンター 札元２丁目 41-8100
おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 島整形外科医院 寿１丁目 43-2535

30日
 中塩医院 西原１丁目 43-2489
やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 小林クリニック 上谷町 41-0700

31日
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171
こだま小児科 笠之原町 41-5111
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

１月  １日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305
まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

２日
 前田内科 本町 42-2175
えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 44-1119

３日
 みやぞのクリニック 田崎町 40-4600
おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

肝属東部医師会　　　　 　 診療時間 9:00 ～ 17:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）
12月  4日 ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921

11日 山路医院 東串良町池之原 63-2134
18日 黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878
25日 高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171

１月   1日 黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

1212

鹿屋市歯科医師会　　　　  診療時間 9:00 ～ 15:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）
12月   4日 かのや歯科・矯正歯科クリニック 旭原町 45-7837

11日 クリス歯科 白崎町 41-3931
18日 けいこ歯科 寿４丁目 40-0418
25日 さかもと歯科クリニック 寿８丁目 44-2003
30日 あおぞら歯科 西原１丁目 36-5688
31日 ひがし歯科医院 田淵町 48-2015

１月 １日 高須歯科医院 高須町 47-2525
２日 池田病院 下祓川町 43-6468
３日 とおや治歯科クリニック 寿１丁目 40-1811

▲市ホーム
　ページ

大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119

平日／午後 5 時から夜間救急当番医を案内

※ただし、 火災発生時は一時火災情報に変わります。

休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

※  休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることが

あります。 各医療機関にご確認のうえ受診してください。

※ 休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日
はかかりつけの医師などの診療を受けてください。
　原則として、投薬期間は通常１日分とします。

Healthy LifeH

健

ふい

康

ら



行政書士・代表 内　園　博　巳
行政書士民事法務研究センター
鹿児島県肝属郡南大隅町根占川北 4878- イ

TEL:0994-24-4170

無料相談
同意書をそのまま損害保険会社に提出していませんか？
同意書も契約書です。 良い解決法を教えます。

交通事故
見積り
無料

農機具高価買取専門店

古物商許可
第951040015111号

〒899-8608 曽於市末吉町南之郷5001
携帯：080-3375-9750
FAX：0986-77-9092
https://kaitorimiyazaki.jimdo.com

トラクター・重機・トラック・農機具トラクター・重機・トラック・農機具

℡0986-77-9092

古くても、
壊れてても、
不動車でも

広報誌を見て、ご連絡下さった方へ粗品又は買取額10％UP致します。

高く買い取る

クトラックトラック

高 買
どこよりもどこよりも

買取額10％UP

高く買
ことを
　目指して !!
ことを
　目指して !!

いけのうえ 

市内各小・中学校標準服取扱店

小学生・中学生制服の

お早めにご来店ください。

㈲池之上百貨店  鹿屋市向江町８-３☎ 42-2191　　0120-80-7777

©2007 TOMY

プレミアム商品券取扱店プレミアム商品券取扱店

採寸特価セール実施中!!

木下製粉場鹿児島県鹿屋市野里町2805
TEL 0994-42-4332

椨葉（線香原料）、
椨畑買取します。

た　　ぶ

休耕地、管理が大変な
畑等もご相談ください。

〒893-0013 鹿屋市札元2丁目3661番

TEL 0994-45-6172

位第
2020年度 鹿児島県注文住宅完工ランキング

3年連続
『完全』自由設計

2018年、2019年、2020年
※東京経済株式会社
　鹿児島支所調べ

電話 0994-31-8444

ご相談・
お問い合わせ

鹿屋市古里町533（花岡学園前） HP ：hanaokasousai.com

葬儀
プランから

（例：22万円プランを17万円プランより）
※価格は税込表示

家族葬は花岡 たびだち会（お特な会員）
入会 5,000円

５万円引き
 －事前相談お越しください－

ご相談・
お問い合わせ

鹿屋市古里町533（花岡学園前）HP：hanaoka

ン

（例：22万円

葬儀
プラン

家族葬は花岡 だたびだ
会入

 －事前相談お越しください－
広告価格で葬儀代足りるの？

実は足りません。
他に費用がかかります。

だからこそ事前相談・会員制度
の活用をお勧めします。

　広告のひろばは、 各事業所の広告を掲載することで、 市民の皆さんへの情報提供

を目的としています。 また、 市の自主財源確保の一環として行っています。

　広告に関するお問い合わせは、 印刷会社、 市政策推進課にお問い合わせください。

㈱綜合印刷
☎ 0994-43-2093

広告 のひろば
毎月約 40,000 部を発行する　　　　　　　　　　に広告を掲載しませんか ‼広報かのや広報かのや
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Present
This Month's Gift

～リナシティかのやの「リナシアター」で映画を見よう！～～

プレゼント

クイズ

特別割引券

発
行
／
鹿
屋
市
　
編
集
／
市
長
公
室
 政
策
推
進
課

鹿
屋
市
役
所
　
鹿
屋
市
共
栄
町
20
番
1
号
　
☎
0994-43-2111

12
KANOYA CITY PUBLIC RELATIO

NS  

広
報
か
の
や

広
報
か
の
や

※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1枚に付きお一人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

問リナシティかのや ☎0994-35-1001

※18 歳未満の方は、終映が19
時を過ぎる上映回には必ず保護
者同伴のうえ、ご入場ください。

A5ランクローススライス400g（20名様）

◀MOVIE
　でかのや

上映中～12/28㊌

全国和牛
能力共進会
優等賞１席
農林水産大臣賞

全国１位の和牛 　先月の全国和牛能力共進会で全国１位に輝いた「うしの中
山」。自社牧場直送の自慢の黒毛和牛は、肉質・味を向上さ
せる高品質のこだわり素材を与えて肥育したブランド牛です。
「うしの中山 A5ランクローススライス400g」を、今回はうし
の中山から皆様への感謝を込めて20名様にプレゼントします。

D
ecem

ber 2022
Vol.406

令
和
４
年
11月

28日
発
行
　

（
通
常
版
28日

・
お
知
ら
せ
版
13日

発
行
）

【応募方法】25･26 ページのはがきに、クイズの答
えと、「読者のひろば」へのお便りをお寄せください。
応募者の中から抽せんで 20名様にプレゼントしま
す。なお、当せん者の発表は、賞品引換券の発送をもっ
て代えさせていただきます。（11月号の答え：稲田）

　令和３年度に亡くなった人で心臓
病が原因だった割合は、全国27.7％
に対して鹿屋市は30.1％と高い結果
が出ています。生活習慣病とも言わ
れる心疾患を防ぐために、私たちが
普段からできる取り組みについて考
えてみませんか？

　県内各自治体の魅力を映像でＰＲするＫＫＢの名物番
組「ふるさとＣＭ・動画大賞」。今年は「かのやカンパチ」
をテーマに、とある男性が不思議な体験をする内容で
出品しました。今月は映像制作の裏側や当日の審査会
の様子などメイキング映像と一緒にお楽しみください。

名物番

（C）2022フジテレビジョン、アミューズ、文藝春秋、FNS27社

沈黙のパレード
　以前女子学生が遺体となっ
て発見された事件の容疑者
であった蓮

はすぬま

沼寛
かんいち

一が夏祭りパ
レードの日に殺された。町全
体を覆う憎悪の空気…。天才
物理学者・湯

ゆ か わ

川学
まなぶ

たちにまた
も超難問がふりかかる。果た
して湯川はこの謎を解き明か
せるのか!?

　   鑑賞料
 一般／1,800円

 大学生／1,500円

 高校生以下／1,000円

60歳以上／1,200円

　   上映時間（130分）

　 ①10時～　 ②13時～

 ③16時～　 ④19時～

割引券をお持ちの人は
300円（高校生以下は
200円）を割引します。
※60歳以上の人は割
　引対象外です。

沈黙のパレード

   応募期限
1212/2626㊊

Ｑ.笠野原台地開発の苦難の歴史を物語る史跡「土持堀

　の深井戸」が県指定文化財となったのはいつ？

　「昭和○○年」
　　※○○に入る２文字の答えは、この広報誌のどこかに

　　　あります。


